
トルコ イスタンブール

ト
ル
コ
最
大
の
都
市

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

経
済
・
文
化
・
歴
史
の
中
心
地
で
あ
る
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
は
、
旧
市
街
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
、
訪
れ
る
観
光
客
は
な
ん
と 日

本
と
ト
ル
コ
の
絆
と
経
済
分
野
の

協
力
強
化
に
向
け
て

在
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
日
本
国
総
領
事
館
　
領
事
　

町
田
　
豊

日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
の
歴
史

ト
ル
コ
は
親
日
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

本
と
ト
ル
コ
の
外
交
関
係
は
1
9
2
4
年
に
樹

立
さ
れ
、
外
交
関
係
樹
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

た
2
0
2
4
年
は
、
2
0
0
を
超
え
る
記
念
行

事
が
ト
ル
コ
で
開
催
さ
れ
、
12
月
に
は
秋
篠
宮
皇

嗣
同
妃
両
殿
下
が
公
式
訪
問
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
総
領
事
館
と
し
て
も
多
忙
な
一
年
を

過
ご
し
ま
し
た
。

両
国
の
友
好
の
歴
史
は
19
世
紀
後
半
ま
で
遡
り

ま
す
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
皇
帝
の
使
節
団
が
軍

艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
と
共
に
派
遣
さ
れ
、
明
治

天
皇
に
拝
謁
し
た
帰
路
、
時
は
1
8
9
0
年
、

現
在
の
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
に
あ
る
紀
伊

大
島
付
近
で
台
風
に
遭
遇
、
座
礁
し
、
残
念
な
が

ら
5
8
7
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
串
本
町
の
住
民
の
必
死
の
協
力
で
69
人
が
救

出
さ
れ
、
日
本
海
軍
の
巡
洋
艦
で
ト
ル
コ
へ
送
還

し
、
義
捐
金
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

物
語
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
せ
ん
。
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
事
件
か
ら
95
年
後
の
1
9
8
5
年
、
イ

ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
に
、
イ
ラ
ク
が
イ
ラ
ン
領

空
の
全
航
空
機
を
攻
撃
対
象
に
す
る
と
発
表
、
こ

れ
に
よ
り
テ
ヘ
ラ
ン
在
留
の
日
本
人
が
孤
立
し
ま

し
た
。
ト
ル
コ
政
府
は
日
本
の
要
請
に
応
じ
て
ト

ル
コ
航
空
機
2
機
を
イ
ラ
ン
に
派
遣
、
イ
ラ
ク
の

攻
撃
設
定
期
限
間
際
で
、
2
0
0
名
以
上
の
日

本
人
が
無
事
に
脱
出
し
ま
し
た
。
脱
出
後
、
ト
ル

コ
航
空
が
日
本
人
を
救
出
し
て
く
れ
た
理
由
を
記

者
に
問
わ
れ
た
当
時
の
駐
日
ト
ル
コ
大
使
は
、

「
私
た
ち
は
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
借
り
を
返
し

た
だ
け
で
す
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の
2
つ

の
出
来
事
は
、
両
国
の
友
好
の
歴
史
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
語
り
継
が
れ
、
2
0
1
5
年
に
は

日
土
合
作
の
映
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

イスタンブールの町並み

市内の猫

海外・現場

最前線からの

便り

シリーズ

年
間
2
︐0
0
0
万
人
弱
（
ト
ル
コ
全
体
で
は
5
︐

0
0
0
万
人
強
！
）。
歴
史
的
な
建
造
物
の
他
、

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
隔
て
る
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海

峡
の
美
し
い
景
色
、
世
界
三
大
料
理
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
ト
ル
コ
料
理
、
バ
ザ
ー
ル
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
持
つ
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
街
で
す
。
猫
の
楽
園
と
し
て
も
知
ら

れ
、
街
路
だ
け
で
な
く
レ
ス
ト
ラ
ン
や
駅
の
改

札
、
モ
ス
ク
の
中
な
ど
至
る
所
で
く
つ
ろ
い
で
お

り
、
見
て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
ま
す
。

2025.11  VOL.224林野 14



両国企業の協業による第三国連携等について意見交換

病院に直結する地下鉄構内にある松と
桜のオブジェ

最近はイスタンブール市内にラーメン
店も出現

コンビ ニで
は おにぎり
が 売られる
ように

日本企業による式典への出席

ま
た
、
現
代
に
お
い
て
も
、
地
震
国
と
い
う
共

通
点
を
持
つ
日
本
と
ト
ル
コ
は
、
大
地
震
の
際
に

は
助
け
合
っ
て
き
ま
し
た
。

両
国
の
経
済
連
携
強
化
と
日
本

食
の
普
及

私
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
総
領
事
館
の
経
済
班
と

し
て
、
日
本
企
業
の
ト
ル
コ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
や
、
両
国
の
企
業
連
携
、
ト
ル
コ
を
超
え
て

中
央
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
第
三
国
で
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
日
本
食
の

普
及
で
す
。
人
口
1
︐6
0
0
万
人
が
住
む
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
ほ
ど
の
大
都
市
で
あ
れ
ば
大
抵
の
日

本
食
が
手
に
入
る
、
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
私
も
赴
任
前
は
そ
う
思
っ
て
い
ま

て
は
ア
カ
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
が
多
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
業
大
国
で
あ
る
ト
ル
コ
は
、
木
材
自

給
率
も
ほ
ぼ
1
0
0
％
を
達
成
し
て
お
り
、
森

林
の
99
％
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
が
日
本
と
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
が
、
山
間
部
の
高
齢
化
や
労
働

力
の
減
少
は
日
本
と
共
通
の
課
題
で
す
。

森
林
を
巡
る
近
年
の
ト
レ
ン
ド
は
森
林
火
災
で

す
。
今
年
の
夏
も
多
く
の
場
所
で
火
災
が
発
生

し
、
熱
波
や
強
風
の
影
響
で
拡
大
、
多
く
の
死
傷

者
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
。
森
林
火
災
は
養
蜂
や
畜
産
を
は
じ
め
と
す

る
農
林
業
、
観
光
業
な
ど
地
域
経
済
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、
政
府
は
取
組
を
強
化
し
て
お

り
、
防
火
用
水
池
や
監
視
塔
の
整
備
の
他
、
無
人

航
空
機（
U
A
V
）や
人
工
知
能（
A
I
）の
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
木
と
言
え
ば
桜

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
は
、
日
本
の
総
合
商
社
で

あ
る
双
日
な
ど
が
参
画
し
、
官
民
連
携
で
建
設
さ

れ
た
大
規
模
総
合
病
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も

「
バ
シ
ャ
ク
シ
ェ
ヒ
ル
松
と
桜
都
市
病
院
」。
ト
ル

コ
を
代
表
す
る
松
、
そ
し
て
日
本
を
象
徴
す
る
桜

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
）。
し
か
し
な
が
ら
、
食
品
輸
入
に
関
す
る

厳
し
い
法
規
制
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
食
は
ま
だ

ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、
一
般
消
費
者
の
認
知
度

も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、

S
N
S
を
使
っ
た
情
報
発
信
や
、
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
イ
ベ
ン
ト
、
生
産
者
と
輸
入
業
者
の
ネ
ッ
ト法被を着て日本食をPR同僚と日本食レストランを取材してSNSで広報

トルコで寿司と言えば洋風の巻き
寿司が主流（味はおいしいです）

ワ
ー
ク
構
築
支
援
や
通
関
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
な

ど
、
自
身
で
考
え
た
新
し
い
企
画
を
提
案
し
な
が

ら
、
日
本
食
普
及
の
た
め
に
日
々
楽
し
く
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ト
ル
コ
国
内
で
は
高
イ
ン
フ
レ
や
政
治
的
な
混

乱
、
自
然
災
害
な
ど
が
あ
る
一
方
で
、
周
辺
国
で

は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
ほ
か
、
シ
リ
ア

や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
を
巡
る
問
題
な
ど
、
日
々

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
的
な
友
好
関
係
を
土
台
に
、
日
本

と
ト
ル
コ
の
経
済
連
携
強
化
の
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
ル
コ
の
森
林
事
情

ト
ル
コ
の
森
林
事
情
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
森

林
率
は
約
3
割
、
主
に
黒
海
、
エ
ー
ゲ
海
、
地
中

海
な
ど
沿
岸
地
域
に
存
在
し
て
お
り
、
木
材
と
し
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